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「電気自動車の充電設備インフラに関する実証実験」 （利用情報の配信）

充電設備“利用”情報表示のシステム構成

京都市、日産、三菱自実証実験結果分析

京都市、日産、三菱自実証実験計画

京都市実証実験運営・調整

京都市発信機・サーバ設置

分担充電設備４０基中１０基程度の利用情報を

携帯、ナビ に表示する

京都市のＥＶカーシェアリング事業の中で実施

サーバー

充電設備

「利用」情報配信

ナビに配信

情報の
リクエスト携帯電話に

配信
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国土交通省の「環境対応車を活用したまちづくりに
関する実証実験」として実施

カーウイングス
データセンター

ナビに配信

情報のリクエスト
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京都市のＥＶカーシェアリング事業

京都市所有のＥＶによるカーシェアリング事業を実施中

概要

車種： 三菱i-MiEV、日産リーフ（２０１１／１～）

台数： 平日：３台、休日：５台

平日：５台，休日：７台（２０１１／１～）

期間： ２０１０年６月～２０１１年３月

利用料金： 無料

利用までの流れ

実証実験では，ＥＶカーシェアリング利用者を中心に充電設備
の利用を促し，情報提供の方法を

①紙ベースによる充電設備の位置情報の伝達
②携帯電話やパソコン等での充電設備の位置の地図情報
③カーナビゲーションによる走行中での充電設備の位置情報
の伝達及び誘導や充電中の表示（利用情報）等を行なう等

情報伝達方法の違いによる使い勝手をアンケート調査する
とともに，走行軌跡から運転手の行動分析等を行う。

別紙２



3

エコドライブの普及促進 「エコドライバーズ・スクールの開催」

⑤エコ運転診断結果

①試乗車

②車載データロガー

③メモリカード ④ＰＣ 所要時間：15分/人

クルマにデータロガーを搭載し、運転後、パソコンで
自動診断結果を出力
体験会を通じてエコ運転スキルの認知向上を図る

京都市

日産

三菱自

イベント開催

日産器材、ノウハウ提供

分担
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エコドライブの普及促進 「エコドライブ度コンテスト」

市民／事業者市民／事業者

ランキング

燃費申告

燃費、燃費履歴、ＣＯ2排出量

表彰

表彰表彰
E-1

計測技術、システム、計測技術、システム、
運用ノウハウ運用ノウハウ

順位 地区 登録名

1位 Ａ区 ○○さん

2位 Ｂ区 ○○さん

3位 Ｃ区 ○○さん

4位 Ｄ区 ○○さん

5位 Ｅ区 ○○さん

： ： ：

順位 地区 登録名

1位 Ａ区 ○○さん

2位 Ｂ区 ○○さん

3位 Ｃ区 ○○さん

4位 Ｄ区 ○○さん

5位 Ｅ区 ○○さん

： ： ：

京都市

京都市民向けのウェブサイトを立上げ、運用する

日産システム提供

京都市ウェブサイトの運営

分担
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